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※１．本資料は，翔泳社「情報処理教科書データベーススペシャリスト 2018 年版」

の読者特典になります。読者の方のみご利用ください。 

 

※２．本資料は，㈱翔泳社の許可を得て編集したものですが，個人的に作成したもの

です。どのような責任も負いませんので，その点ご理解の上ご利用ください。 

 

※３．本資料は，同読者特典として翔泳社のサイトからダウンロードできる過去問題

の解説資料をパソコン画面に表示させてハードコピーを取って編集したもの

です。したがって読みにくい部分，見にくい部分があります。その場合，必要

に応じて翔泳社のサイトから，読者特典の過去の午前問題の解説をダウンロー

ドして内容を確認してください。 

 

※４．個々の解説は，書籍化された時のものなので統一感がありませんし，参照先も

当時の書籍になるので平成 29 年度の問題の解説を除き，2018 年版を指して

いるわけではありません。そのまま掲載しているのでご注意ください。 

 

※５．年度の古い解説は不十分なものも多く，分かりにくい部分は順次改訂していき

ますが，質問等には回答いたしませんので，それを十分理解した上でご利用く

ださい。誤植等に関しても同様の扱いですが，誤植に関しては指摘してもらえ

れば嬉しいです。 

 

※６．何の断りもなく，誤植の改善や分かりにくい部分の改善を行いますので，定期

的に版を確認ください。改訂した時には改訂履歴に記載するとともに，表紙の

版を上げていきます。 

 

【改訂履歴】 

初版 V1.00 2017.10.30 

 

本資料使用時の注意事項 
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      ※上記の“R”と“S”は，問題文の“A”と“B”に当たるものです。読み替えてください。 
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1.5 プログラム言語における SQL 文 
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2.1 情報処理試験の中の概念データモデル 



  
 101 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 



  
 102 

 

  

 

平成 18 年度・ＤＢ・午前 

 

 

平成 17 年度・ＤＢ・午前 

 

 

2.2 E-R 図（拡張 E-R 図）詳細解説 
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2.3 様々なビジネスモデル 
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3.2 関数従属性 
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3.4 正規化 
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4.1 データベーススペシャリストの仕事 



  
 179 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  
 180 

 

  

 

平成 29 年度・ＤＢ・午前Ⅱ 

 

 

平成 21 年度・ＤＢ・午前Ⅱ 

 

 

4.2 ANSI/SPARC３層スキーマアーキテクチャ 
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4.3 論理データモデル 
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      ※解説が間違っていたので下記のように修正依頼中。 

       ア：定義域が異なる属性だと，“男性”と“30歳”のように全く比較できないか，比較で

きる属性どうしでもイコールにはならないわけだから，「本質的に意味が無い」と言

われればそれは正しい。なのでこれが正解。 

       イ：単一じゃなくてもいい。CREATE DOMAIN で複雑な条件も定義可能 

       ウ：基本のデータ型もある。すべてがユーザ定義されているわけじゃない。 

エ：複数の定義域上に定義できなくても何ら問題は無い。 
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      ※上記の選択肢のアの n=2 は，n=4 の誤り。他はあってる。 
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4.6 障害回復機能 
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ータファイルとログファイルは同一のディスクに配置することが不可能だという意味で

はありません。媒体障害への備えや速度面を考えて“望ましい”ということ。 
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      ※誤植。選択肢ウの解説：ロールバックではなく，ロールフォワードの誤り。 

      ※選択肢エの解説。「今回は後者」というのは，トランザクションが終了していない＝コミ

ットしていないということ。いわゆるトランザクション障害のこと。 
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平成 18 年度・ＤＢ・午前 
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平成 25 年度・ＤＢ・午前Ⅱ 
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平成 28 年度・ＤＢ・午前Ⅱ 

 

 

平成 17 年度・ＤＢ・午前 
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平成 21 年度・ＤＢ・午前Ⅱ 

 

 

4.8 索引（インデックス） 
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平成 28 年度・ＤＢ・午前Ⅱ 
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平成 18 年度・ＤＢ・午前 

 

 

平成 27 年度・ＤＢ・午前Ⅱ 
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 平成 16 年度・ＤＢ・午前 
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平成 19 年度・ＤＢ・午前 

 

 

 

4.10 チューニング 
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平成 26 年度・ＤＢ・午前Ⅱ 

 

 

4.11 データウェアハウス 
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平成 20 年度・ＤＢ・午前 

 

 

平成 27 年度・ＤＢ・午前Ⅱ 
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平成 18 年度・ＤＢ・午前 

 

 

平成 23 年度・ＤＢ・午前Ⅱ 

 

 

平成 18 年度・ＤＢ・午前 

 



  
 269 

 

  

 

 

   

   

 

 

 

 

 



  
 270 

 

  

平成 19 年度・ＤＢ・午前 

 

 

平成 26 年度・ＤＢ・午前Ⅱ 
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       ※データウェアハウスには，データマートや BIツールなども含む 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      ※選択肢ウは，いわゆる BIツールのこと。 

 

 

 



  
 272 

 

  

平成 16 年度・ＤＢ・午前 
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      ※データウェアハウスには，データマートや BIツールなども含む 
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平成 28 年度・ＤＢ・午前Ⅱ 

 

平成 18 年度・ＤＢ・午前 

 

4.12 その他 
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平成 16 年度・ＤＢ・午前 

 

 

平成 27 年度・ＤＢ・午前Ⅱ 

 

 



  
 277 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

   

 



  
 278 

 

  

memo



  
 279 

 

  

著者：三好康之 

 

株式会社エムズネット代表。大阪を主要拠点に活動する IT コンサルタント。

本業の傍ら，大手ＳＩベンダの SE に対して，資格取得講座や階層教育を担当

している。高度区分において脅威の合格率を誇る。保有資格は、情報処理技術

者試験全区分制覇（累計３０個，内高度系２３個）をはじめ、IT コーディネ

ータ，中小企業診断士，技術士（経営工学），販売士１級 など多数。代表的な

著書に，『勝ち残りＳＥの分岐点』，『IT エンジニアのための【業務知識】がわ

かる本』，『情報処理教科書プロジェクトマネージャ』（以上翔泳社）他多数。 

 

また，「自分らしい働き方」を追求し続け現在に至る。具体的には，プライベ

ートの充実を再優先にしながら，生活の絶対的安定を確保する働き方を模索し

ている。趣味は，ひとりでも多くのＩＴエンジニアに，楽に，コストをかけず

に“資格＝武器”を持ってもらうための研究。 

 

 

ＨＰ ： http://msnet.jp 

mail：miyoshi@msnet.jp 

facebook（個人）：http://www.facebook.com/miyoshijp 

Blog：アメーバ認定 公式ブログ（ビジネス部門） 絶賛公開中！ 

自分らしい働き方 http://ameblo.jp/yasuyukimiyoshi/ 

※読者登録をしていただくと喜びます。 
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